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【課題の概要】 
本研究は、腱・靱帯に特異的な転写因子 Mkx の上流カスケ

ードがメカノセンサーとして機能し、その恒常的活性化が、
瞬発力など運動機能の向上に結びつくという現象の分子機構
を明らかにしようとする独創性の高い研究である。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
Mkx の上流カスケードの活性化が運動機能の向上をもたら

す機構の解明は、運動器疾患の克服だけでなく、運動機能の
増進にも結びつく学術的意義の高い研究であり、社会的波及
効果も高い。 

 




